
項 ⽬ 内 容

名称 ペニーロイヤル、ペニーロイヤルミント、メグサハッカ [英]Pennyroyal、

Pudding grass、European Pennyroyal、American Pennyroyal [学名]Mentha 

pulegium L. ( European Pennyroyal) 、 Hedeoma pulegium L. ( American 

Pennyroyal)

概要 ペニーロイヤルは、ヨーロッパ・⻄アジア原産で、芳⾹の強い多年⽣草本。南北ア

メリカに帰化。湿地に繁茂し、40〜50 cmに⽣⻑する。葉は楕円

形で鋸⻭をもち、花は薄紫⾊。7〜8⽉の花期に刈り⼊れ、地上部

(精油)、もしくは葉をお茶として利⽤する。伝統的にノミの駆除

に利⽤されてきた植物で、学名pulegiumはラテン語の「蚤」に

由来する。その他の⺠間療法では、経⼝摂取で⽉経調節や妊娠中

絶、消化・発汗の促進、外⽤で抗炎症など。⽇常的には⾍除け・

⽯鹸・洗剤の添加剤として、料理にはプディング (英国北部) や

ソーセージ (スペイン) などに利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。

■⾷品添加物



・天然⾹料基原物質リスト

ペニーロイヤル (メグサハッカ) が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・地上部は精油、苦味質、タンニンなどを含む (29) 。

・精油はプレゴン、イソプレゴン、メントールなどのモノテルペンを含む (29) 。

分析法 ・ペニーロイヤル中プレゴンをFT-IR (フーリエ変換⾚外分光法) により定量した報

告がある (PMID:19817373) 。

・超臨界CO2抽出した精油の組成を GC-MS (ガスクロマトグラフ質量分析) により

同定・定量した報告がある (PMID:18969310) 。

・マイクロウェイブ⽔拡散重⼒法により精油を抽出した報告がある

(PMID:18343393) 。

有効性

循環器・

呼吸器

調べた⽂献に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献に⾒当たらない。

ヒ

ト ⽣殖・泌尿器 調べた⽂献に⾒当たらない。

で

の

評

価

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19817373&dopt=Abstract
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18343393&dopt=Abstract
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